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1Femap v9.3 更新情報

この章には、Femap v9.3 の更新情報が記載されています。

1. お知らせ

1.1  製品 CD-ROM について

Femap のラ イセンスをお持ちのお客様へは「セ ッ ト ア ッ プ」デ ィ スクが提供されます。

Femap with NX Nastran のラ イセンスをお持ちのお客様には上記「セ ッ ト ア ッ プ」デ ィ スクに   

加え「NX Nastran サンプル、ド キュ メ ン ト 」デ ィ スクが提供されます。

「セ ッ ト ア ッ プ」デ ィ スクには Femap と NX Nastran のソ フ ト ウ ェ アが収録されていますの 

で、Femap with NX Nastran のデモ版と し てイ ンス ト ールすれば、ラ イセンスをお持ちでな く    

ても NX Nastran をご試用いただ く こ とができます。

1.2  Femap 製品の共存について

1) 異なるバージ ョ ン との共存

本 v9.3 は v9.2 以前のバージ ョ ン と共存できます。v9.3 を イ ンス ト ール後も旧バージ ョ ンの

Femap を使用できます。

2) Femap v9.3 ( または Femap with NX Nastran v9.3) の英語版 / 日本語版の共存

本 v9.3 は英語版と日本語版の共存が可能です。両者は独立し た別のアプ リ ケーシ ョ ン と し て

扱われます。

1.3  Windows Vista への対応

本 v9.3 は Windows Vista(32bit/64bit) に動作保障はあ り ません。v9.3 は Windows Vista 上での  

使用を想定し た開発と動作テス ト を実施し ていますが、グラ フ ィ ッ ク スカー ド / ド ラ イバに

よ って Windows Vista 上での OpenGL 処理が不十分である こ とから、Femap の画面表示が正 

し く 行われないこ とが多 く あ り ます。このため、v9.3 の Windows Vista への正式対応は見送ら 

れま し た。

Windows Vista 上で Femap の表示に問題がある場合は、「5.1.1 OpenGL 処理の問題」をご参照  

く ださい。

1.4  環境設定ツール

Femap v9.3日本語版では、Femapを起動せずに最小限の初期設定を行う ツールプログラムを 

用意し ま し た。Femap が起動し ない時やネ ッ ト ワーク ラ イセンスの設定に使用し ます。

Windows タ スクバー[ス ター ト ]-[すべてのプログラム]-[Femap v9.3J(Femap with NX Nastran    

v9.3J)]-[ 環境設定ツール ] から起動し ます。



 新機能と修正       Rel-3        
Fem

ap v9.3
更

新
情

報

2. 新機能と修正

2.1  ユーザイ ン ターフ ェ イス

2.1.1  標準ダイアログボ ッ クス ( エンテ ィ テ ィ 選択、 カ ラーパレ ッ ト 、 座標定義 ( 位
置、 ベク ト ル、 平面 ))

標準ダイアログボ ッ ク スのレ イアウ ト を変更し ま し た。 追加されたボ タ ンによ り ヘルプ
を呼び出すこ とができます。

ヘルプ ボタ ン

2.1.2  [ エンテ ィ テ ィ 選択 ] ダイアログボ ッ クス

[ メ ソ ッ ド ^] に [ID - 拘束条件式 ] が追加し ま し た。

コ ン タ ク ト  ペア、 コ ン タ ク ト  プロパテ ィ  、 リージ ョ ン、 い く つかのエレ メ ン ト ・ プロパ   
テ ィ の [ エンテ ィ テ ィ 選択 ] ダイアログボ ッ クスに [ メ ソ ッ ド ^] を追加し ま し た。

[ピ ッ ク ^]に [座標]、[ポイ ン ト 周り ]、[ベク ト ル周り ]、[平面周り ]の4つの選択方法を追加し
ま し た。

[ エンテ ィ テ ィ 選択 ] ダイアログボ ッ クス上の [ リ ス ト ] から選択する場合に、複数のエン
テ ィ テ ィ を一度に選択できるよ う に し ま し た。

選択し たエンテ ィ テ ィ をプレ ビ ューし たあ と に、 エンテ ィ テ ィ を ク リ ア し た状態でプレ
ビ ューをする と表示が残る不具合を修正し ま し た。

2.1.2.1  ピ ッ ク  - 座標

座標領域を指定し、エンテ ィ テ ィ を指定できるよ う にな り ま し た。

指定は任意の座標系で、領域を指定し ます。選択領域は、直交座標系の場合には、直方体、円筒

座標系の場合には扇形、そ し て球座標系の場合、切り出し球の領域でそれぞれ指定できます。

領域最大の欄の右にあるボタ ンは [ 座標選択 ] ダイアログボ ッ クスを表示し、画面上の任意の

位置を指定できます。ポイ ン ト スナ ッ プや ノ ー ド スナ ッ プ と組み合わせる こ と で領域を効率

的に指定できます。
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2.1.2.2  ピ ッ ク  - ポイ ン ト 周り

座標位置を指定し、そこからの距離で選択し ます。コマン ド を選択する と、標準の [ 座標定義 ]

ダイアログボ ッ クスが表示され、座標位置を指定できるよ う にな り ます。座標位置を指定する

と、[ ポイ ン ト からの距離による選択 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

2.1.2.3  ピ ッ ク  - ベク ト ル周り

ベク ト ルを指定し、その周りの円筒で選択し ます。コマン ド を選択する と、標準の [ベク ト ル定

義 ] ダイアログボ ッ クスが表示され、ベク ト ルを指定できるよ う にな り ます。その後 [ ベク ト

ルからの距離による選択 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

2.1.2.4  ピ ッ ク  - 平面周り

平面を指定し、その周りの平面で選択し ます。コマン ド を選択する と、標準の [ 平面定義 ] ダイ

アログボ ッ クスが表示され、平面を指定できるよ う にな り ます。その後 [ 平面からの距離によ

る選択 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

2.1.3  ツールバー

[ ド ッ キングウ ィ ン ド ウ ] ツールバーを追加し ま し た。ド ッキングウ ィ ン ド ウへ迅速にアク
セスできるよ う にな り ま し た。
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[カス タム ツール]ツールバーを追加し ま し た。[カス タム ツール]ツールバーによ り カス タ  
ム コマン ド、 ツール (API プログラム、 プログラムフ ァ イル、 実行形式フ ァ イル ) をツー 
ルバーに登録する こ とができるよ う にな り ま し た。

[ 荷重 ] ツールバーに [ ボル ト  初期荷重 ] を追加し ま し た。

[選択]ツールバーに [座標]、[ポイ ン ト 周り ]、[ベク ト ル周り ]、[平面周り ]および[エ クスポー
ト  - ニュー ト ラルフ ァ イル ] を追加し ま し た。

[選択 ] ツールバーで [関連選択 ] を選択する と、自動で [マルチ 選択 ]モー ド になるよ う にし 
ま し た。

[ ビ ュー] ツールバーに [ カ ラーモー ド ] を追加し、表示し たいカ ラーモー ド を迅速に選択で
きるよ う にな り ま し た。

[ ビ ュー ] ツールバーに [ 厚さ / ク ロス セクシ ョ ン ] を追加し ま し た。
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[ ビ ュー] ツールバーに [ 回転 - ビ ュー中心 ]、[ 回転 - 回転中心 ]、[ 回転 - 回転軸 ]、[ ビ ュー中    
心 ]、 [ 回転中心 ]、 および [ 回転軸 ] を追加し ま し た。

2.1.4  アイ コ ン ボタ ン

アイ コ ン ボタ ンが多 く のダイアログボ ッ クス上に配置されま し た。このアイ コ ン ボタ ンから  

新たにエンテ ィ テ ィ を作成する こ とができるよ う にな り ま し た。

以下のよ う なアイ コ ン ボタ ンが配置されま し た。

[ モデル ]-[ 座標系 ]

[ モデル ]-[ マテ リ アル ]

[ モデル ]-[ プロパテ ィ ]

[ モデル ]-[ 積層レ イア ッ プ ]

[ モデル ]-[ 関数 ]

[ ツール ]-[ レ イヤ ]

[ ツール ]-[ データサーフ ェ イス ]
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2.1.5  モデル情報 ウ ィ ン ド ウ

2.1.5.1  コネク ト

ツ リーの名前を [ コ ン タ ク ト ] から [ コネク ト ] に変更し

ま し た。

[ リージ ョ ン ] をマウスで右ク リ ッ ク し てアクセスできる

コマン ド に以下のものを追加し ま し た。

新規 ( 流体 / ボル ト / ローター )

展開

リージ ョ ン ( 流体 / ボル ト / ローター ) を有効 / 無効

2.1.5.2  積層レ イア ッ プ

ツ リーに [ 積層レ イア ッ プ ] を追加し ま し た。

[ 積層レ イア ッ プ ] のツ リーをマウスで右ク リ ッ クする と

以下のコマン ド にアクセスできます。

新規

編集

リ ス ト

削除

2.1.5.3  荷重と拘束

荷重と拘束について定義の履歴を記録できるよ う にし ま し た。

ツ リ ーを細分化し た階層表示に し、 荷重、 拘束エンテ ィ テ ィ に直接ア ク セスでき るよ う
にし ま し た。

項目を区別しやす く するために表示されるアイ コ ンを追加し ま し た。

選択リ ス ト に荷重も し く は拘束が選択されている と きに正し く ハイ ラ イ ト 表示するよ う
にし ま し た。

ア ク テ ィ ブでない荷重セ ッ ト をツ リ ーから編集し た と きにク ラ ッ シ ュする不具合を修正
し ま し た。

2.1.5.4  その他

[ データサーフ ェ イス ] をツ リーに追加し ま し た。

ハイ ラ イ ト 表示を し たプロパテ ィ に属する要素がない場合には、 その特性を割り当て ら
れたジオ メ ト リ をハイ ラ イ ト するよ う にし ま し た。

削除された情報の履歴を保存するよ う にし、[やり直し ] コマン ド を実行し た と きに正し く
情報が更新されるよ う にし ま し た。

[ グループ ] に [ 関連エンテ ィ テ ィ 追加 ] を追加し ま し た。

グループを変更し た と きに完全再描画し てコ ン ター図を更新するよ う にし ま し た。

ツ リ ーから プロパテ ィ を編集し た と きにコ ピーボタ ンが機能し なかった不具合を修正し
ま し た。
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2.1.6  エンテ ィ テ ィ エデ ィ タ

ノ ー ド を選択し た と きに、 定義座標系での座標とは別にア ク テ ィ ブな座標系での座標を
表示するよ う にし ま し た。

定義座標系を編集でき るよ う に し、 変更し た値がダイナ ミ ッ クに反映するよ う に し ま し
た。

2.1.7  プログラムフ ァ イル ウ ィ ン ド ウ

[ 積層レ イア ッ プ ] ダイアログボ ッ クスの制御をサポー ト するよ う にし ま し た。

フ ァ イルを [ 開 く ] ダイアログボ ッ クスでプログラムフ ァ イルコマン ド <USER>、
<PAUSE> を使えるよ う にし ま し た。

複数選択のリ ス ト ボ ッ クスをサポー ト するよ う にし ま し た。

2.1.8  レポー ト ( データ テーブル ) ウ ィ ン ド ウ

プロパテ ィ も し く はマテ リ アルがある場合に、 形状特性の追加ができ るよ う にな り ま し
た。

行、 列のコ ピーをできるよ う にし ま し た。

[リ ス ト ]-[アウ ト プ ッ ト ]-[サマ リ をデータ テーブルへ出力]コマン ド を実行し た と きにデー
タ テーブルにセ ッ ト の値、 セ ッ ト タ イ ト ルを追加できるよ う にし ま し た。

ノ ー ド を選択し た と きに、 定義座標系での座標とは別にア ク テ ィ ブな座標系での座標を
表示するよ う にし ま し た。

2.1.9  データサーフ ェ イス エデ ィ タ

2.1.9.1  データサーフ ェ イス エデ ィ タについて

データサーフ ェ イスの定義のために新たに [ データサーフ ェ イス エデ ィ タ ] ウ ィ ン ド ウが追 

加されま し た。このウ ィ ン ド ウでデータサーフ ェ イスを定義し た り編集し た り できます。デー

タサーフ ェ イスを使う こ と で圧力分布など空間分布する荷重を簡単に定義できるよ う にな り

ます。

データサーフ ェ イスの情報はモデルに依存し、モデル毎に保存されます。

データサーフ ェ イス エデ ィ タへのコマン ド ア クセスは、ウ ィ ン ド ウ上段に配置されたアイ コ 

ンから行います。
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それぞれ以下のよ う な機能があ り ます。

ク リ ッ プボー ドからペース ト
ク リ ッ プボー ドへコ ピー

解析結果マ ッ プの修正

データサーフ ェ イスのク リ ア
データサーフ ェ イスのオプシ ョ ン編集

データサーフ ェ イスの保存
データサーフ ェ イスの定義

2.1.9.2  データサーフ ェ イスの種類

データサーフ ェ イスには、大き く 分けて三つの種類があ り ます。

座標位置定義

 座標位置を指定し て、値を定義し ます。座標コーナーの指定による、1 次元から 3 次元まで 
の定義方法と、空間グ リ ッ ドの値を指定し て空間分布をテーブル形式で指定する こ と もで
きます。 さ らに、 カーブ、 サーフ ェ イス、 あるいはメ ッ シュ形状に沿った空間分布を定義
する こ と もできます。

解析結果マ ッ ピング

 解析結果をデータサーフ ェ イスに変換できます。 た と えば、 流体解析の結果得られた総圧 
を構造メ ッ シュに圧力荷重と し て割り当てる こ とができます。 その場合、 解析結果を取り
出す メ ッ シ ュ形状 と デー タ サー フ ェ イ スで荷重を定義する メ ッ シ ュは一致 し な く て も
マ ッ ピング可能です。

関数

 Femap 関数を使っ てデータサーフ ェ イスを定義し ます。 従来からあった、 関数で荷重勾  
配を定義する方式をデータサーフ ェ イスでカバーし たものです。

実際の定義コマン ドは以下のよ う に分類できます。

コマン ド 座標位置定義 解析結果のマ ッ ピング 関数

カーブに沿った変動 ○
コーナー間の変動 ○
解析結果マ ッ プ ○
メ ッ シュデータサーフ ェ イス ○
テーブル定義 ○
任意の 3 次元座標 ○
方程式 ○
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2.1.10  その他

エンテ ィ テ ィ のタ イ ト ルを自動で付けるよ う にし ま し た。 タ イ ト ルの長さ を 79 文字まで
対応するよ う にし ま し た。

ダイアログボ ッ クスの多 く をサイズが変更できるよ う にし ま し た。

現在開いているモデルに、 別フ ァ イルを同一名称で保存し よ う とする と きに メ ッ セージ
を出力するよ う にし ま し た。

ド ッ キングされていない [ 解析モニ ター ] の位置を記録するよ う にし ま し た。

剛体要素を選択し たと きに関連する ノ ー ド をハイ ラ イ ト 表示するよ う にし ま し た。

[ 初期設定 ] の [ メ ニューと ツールバー] で [ ダイアログボ ッ クス位置の記憶 ] にチ ェ ッ クが
入っ ている と きに、 サイズ変更が可能なダイアログボ ッ ク スを最大化表示し た状態で閉
じ る と、 次にそのダイアログボ ッ ク スを開いた と きに操作ができな く なる不具合を修正
し ま し た。

2.2  メ ニューコ マン ド

2.2.1  フ ァ イル メ ニュー

2.2.1.1  初期設定

[ ビ ュー]

起動時のビ ューを [ 参照 ] で指定できるよ う にし ま し た。

[ メ ニューと ツールバー]

選択されたエンテ ィ テ ィ の表示設定をできるよ う にし ま し た。

エ ン テ ィ テ ィ 情報の リ フ レ ッ シ ュ遅延 と リ フ レ ッ シ ュ間隔を設定で き る よ う に し ま し
た。 単位は msec です。

[ データベース ]

[ スク ラ ッ チデ ィ スクの復元 ] ボタ ンを追加し ま し た。

[ リ ビルド中に次の ID を保持する ] チ ェ ッ クボ ッ クスを追加し ま し た。

[ ジオ メ ト リ / モデル ]

単位系を指定する こ と でジオ メ ト リ スケールフ ァ ク タ を設定できるよ う にし ま し た。

[ メ ッ シュ生成と プロパテ ィ ]セクシ ョ ンに[長さに基づ く サイズ設定を使用]チ ェ ッ クボ ッ
クスを追加し ま し た。

[ イ ン ターフ ェ イス ]

非線形応力 / ひずみを常に読み込むためのチ ェ ッ クボ ッ クスを追加し ま し た。

64 ビ ッ ト 版Windows上で 32 ビ ッ ト 版の NX Nastran を実行するための設定を追加し ま し 
た。

[ ラ イブ ラ リ ]

カス タムツールのパスを追加し ま し た。

積層レ イア ッ プのラ イブラ リ を追加し ま し た。
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新し いモデルフ ァ イルを開 く たびに特定のベーシ ッ ク ス ク リ プ ト を実行するオプシ ョ ン
がス ター ト ア ッ プで正常に起動し ない不具合を解消し ま し た。

コ ン ター カ ラーパレ ッ ト のラ イブ ラ リ を [ カ ラー ] タ ブに移動し ま し た。

終了時のウ ィ ン ド ウサイズを保存し、 次回起動時は保存されたウ ィ ン ド ウサイズで表示
するよ う にし ま し た。

[ カ ラー]

コ ン ター カ ラーパレ ッ ト のラ イブ ラ リ を [ カ ラー ] タ ブに移動し ま し た。

ユーザー定義カ ラーパレ ッ ト をビ ュー依存に し、 モデルに保存するよ う にし ま し た。

カ ラーパレ ッ ト をモデル依存にし、 モデルに保存するよ う にし ま し た。

2.2.2  ツール メ ニュー

2.2.2.1  パラ メ ータ

[モデル パラ メ ータ ]ダイアログボ ッ クスのレ イアウ ト を更新し ま し た。マージ許容値の自 
動 / 指定のオプシ ョ ンを追加し ま し た。

2.2.2.2  ノ ー ドのマージ

[重複のチ ェ ッ ク /マージ]ダイアログボ ッ クスを更新し、[オプシ ョ ン ]セクシ ョ ンへの[重複
エンテ ィ テ ィ のプレビ ュー] の追加、[ ノ ー ドの保持 / 削除 ] オプシ ョ ンの追加を し ま し た。

[ 重複のプレビ ュー ] ダイアログボ ッ クスを追加し ま し た。
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2.2.3  ジオ メ ト リ  メ ニュー

2.2.3.1  サーフ ェ イスの穴の削除

[ ジオ メ ト リ ]-[ サーフ ェ イス ] に [ 穴の削除 ] コマン ド を追加し ま し た。このコマン ド を使う

と、サーフ ェ イスやソ リ ッ ドの穴の削除をする こ とができます。

2.2.3.2  ソ リ ッ ドの厚み付け

[ ジオ メ ト リ ]-[ ソ リ ッ ド ] に [ 厚み付け ] コマン ド を追加し ま し た。このコマン ド を使う と、ソ

リ ッ ド を構成するサーフ ェ イスを指定し、厚み付けを行う こ とができます。

元形状

外側へ厚み付け

内側へ厚み付け+[ 差 ]内
側

へ
厚

み
付

け

+[ 埋
め

込
み

]
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2.2.3.3  [ ジオ メ ト リ ]-[ カーブ - スプ ラ イ ン ]-[ 接線 ] コ マン ドの修正

このコマン ド で生成される カーブが正し く なかった不具合を修正し ま し た。

2.2.4  コネク ト メ ニュー

2.2.4.1  [ コネク ト ] コ マン ド

メ ニューの名前を [ コ ン タ ク ト ] から [ コネク ト ] に変更し ま

し た。同様に関連する メ ニューや名称も変更し ま し た。

2.2.4.2  コ ン タ ク ト  プロパテ ィ の定義

[NX Linear]

線形コ ン タ ク ト のプロパテ ィ 定義で BGPARM( 固着 ) をサポー ト するよ う に し ま し た。
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[NX Adv Nonlin]

[初期貫入の処理 ] オプシ ョ ンに [ギャ ッ プ間距離で指定 ] を追加し、ギャ ッ プ間距離を明示
できるよ う にし ま し た。

[ 変位の定式化 ] オプシ ョ ンを追加し ま し た。

2.2.4.3  流体リージ ョ ンの定義

[ コネク ト ]-[ 流体リージ ョ ン ] コマン ド を追加し ま し た。このコマン ド によ り仮想流体境界条

件 MFLUID の設定を GUI で行う こ とができるよ う にな り ま し た。
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2.2.4.4  ボル ト  リージ ョ ンの定義

[ コネク ト ]-[ ボル ト  リージ ョ ン ] コマン ド を追加し ま し た。

初期荷重を設定するためのボル ト を模擬し たビームまたはバー要素を登録し ます

2.2.4.5  ローター 領域の定義

[ コネク ト ]-[ ローター リージ ョ ン ] コマン ド を追加し ま し た。

ローターダイナ ミ クスの回転体定義を行う こ とができます。

2.2.4.6  [ コネク ト ]-[ サーフ ェ イスから ] コマン ドの修正

[ コネク ト ]-[サーフ ェ イスから ] コマン ド で生成される コ ン タ ク ト  リージ ョ ンの方向が反 
転する不具合を修正し ま し た。

2.2.5  モデル メ ニュー

2.2.5.1  剛体要素への線膨張率の定義のサポー ト

剛体要素に線膨張率を定義できるよ う にし ま し た。
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2.2.5.2  積層要素プロパテ ィ の定義

積層の定義をレ イア ッ プエデ ィ タから行う よ う にし ま し た。

積層レ イア ッ プ作成のアイ コ ンをダイアログボ ッ クスに配置し ま し た。

積層定義のオプシ ョ ン (PCOMP) に膜剛性のみ、 曲げ剛性のみ、 Smear,

Smear-Core を新たに追加し ま し た。

2.2.5.3  マテ リ アル定義

[ マテ リ アル定義 ] ダイアログボ ッ クスの [ 関数参照 ] タ ブを押し て表示されるダイアログ
ボ ッ クスの関数欄を ド ロ ッ プダウン形式にし ま し た。

[ マテ リ アル定義 ] ダイアログボ ッ クスに関数作成のアイ コ ンを配置し ま し た。

超弾性材料 MATHE をサポー ト し ま し た (NX,MSC/MD)。

SOL601 用のガスケ ッ ト 材料 MATG をサポー ト し ま し た (NX)。
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2.2.5.4  積層レ イア ッ プエデ ィ タ

[ モデル ] に [ 積層レ イア ッ プ ] コマン ド を追加し ま し た。

このコマン ド を選択する と [ レ イア ッ プ エデ ィ タ ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。レ イ 

ア ッ プエデ ィ タ では積層の材料、厚さ、方向、および積層情報を管理し、積層プロパテ ィ の定義

時に自由に呼び出し て使用する こ とができます。

2.2.5.5  荷重と拘束

個々の荷重と拘束にタ イ ト ルを付けられるよ う にな り ま し た。

データサーフ ェ イスを使用し て荷重定義できるよ う にな り ま し た。

[モデル]-[荷重]-[組合せ]、[モデル]-[拘束]-[組合せ]コマン ドのダイアログボッ クスを新し く
し ま し た。

[モデル]-[荷重]-[組合せ]、[モデル]-[拘束]-[組合せ]コマン ド でユーザー定義のタ イ ト ルを付
けられるよ う に し ま し た。

ボデ ィ 荷重の加速度と速度項に関数依存を設定できるよ う にし ま し た。

[ボデ ィ 荷重の設定 ] ダイアログボ ッ クスに [回転軸 ] を追加し、回転加速度も し く は回転速
度の軸を設定できるよ う にし ま し た。
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[ボデ ィ 荷重の設定]ダイアログボ ッ クスで [回転中心]を画面から ピ ッ ク し て定義できるよ
う にし ま し た。

[ ボデ ィ 荷重の設定 ] ダイアログボ ッ クスから [ 基準温度 ] を削除し ま し た。

[ モデル ]-[ 荷重 ]-[ ボル ト  初期荷重 ] コマン ド を追加し ま し た。

エレ メ ン ト 荷重の定義で要求される フ ェ イス選択に [ モデル フ リーフ ェ イス ] を追加し ま 
し た。

[エレ メ ン ト のフ ェ イス選択]ダイアログボ ッ クスで、[ フ ロン ト フ ェ イス ] と [バッ ク フ ェ イ
ス ] を切り替える と現在のフ ェ イスを ク リ ア し て再度、フ ェ イスをピ ッ ク し なければいけ
ないよ う にし ま し た。

ソ リ ッ ド要素のコーナー位置への圧力荷重に関する不具合を修正し ま し た。

複数の ノ ー ド 荷重に対し て座標系を変更し よ う とする と荷重が正し い座標系に変換され
ない不具合を修正し ま し た。
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2.2.6  メ ッ シュ  メ ニュー

2.2.6.1  サーフ ェ イス上の穴の抑制

[ メ ッ シュ ]-[ メ ッ シュ コ ン ト ロール ]-[ フ ィ ーチャの抑制 ] コマン ド でサーフ ェ イスに限り、

ループの一部を選択するだけで穴を無視し て メ ッ シュ生成できるよ う にし ま し た。

2.2.6.2  小さ なフ ィ ーチャのオプシ ョ ン化

サーフ ェ イス と ソ リ ッ ドのメ ッ シュサイズ指定の時に、[ 小さ なフ ィ ーチャの最大サイズ ] を

オプシ ョ ン と し て指定できるよ う にし ま し た。

2.2.6.3  四面体中間ノ ー ドの処理

二次四面体メ ッ シュ を自動生成し た場合に、メ ッ シュ内部の中間ノ ー ドの位置を確認し、エ ッ

ジが直線になるよ う に追加の処理を行う よ う にし ま し た。

2.2.6.4  エ ッ ジ メ ンバによる線要素の生成

[ メ ッ シュ ]-[ エ ッ ジ メ ンバ ] コマン ドから線要素を生成する際には、両端点のノ ー ド を選択
するよ う にし ま し た。

[ メ ッ シュ ]-[ エ ッ ジ メ ンバ ] コマン ド で線要素を作成する と きにオ リ エンテーシ ョ ンがエ
レ メ ン ト の X 軸と同じ場合にはエラー メ ッ セージを出力するよ う にし ま し た。

2.2.6.5  その他

エレ メ ン ト から メ ッ シュ生成する と きに、[ メ ッ シュ生成]ダイアログボ ッ クスの[ メ ッ シュ
サイズの更新 ] ボタ ンを表示し ないよ う にし ま し た。

4 面体、6 面体メ ッ シュ を生成時にダ ミ ーのプロ ッ ト 平面要素のプロパテ ィ が生成されな
いよ う にし ま し た。

[ メ ッ シュ ]-[ ジオ メ ト リ ]-[サーフ ェ イス ] コマン ド実行時に、新規にプロパテ ィ を作成する
と、 [ メ ッ シュ特性を使用 ] が失われる不具合を修正し ま し た。

2.2.7  修正 メ ニュー

2.2.7.1  -[ 投影 ] コマン ド

-[ ポイ ン ト をベク ト ル上へ ]、-[ ノ ー ド をベク ト ル上へ ]、-[ ポイ ン ト を平面上へ ]、-[ ノ ー ド
を平面上へ ] コマン ド を追加し ま し た。

-[移動 -座標指定 ]、-[移動 -ベク ト ル指定 ]、-[回転 -始終点指定 ]、-[回転 -角度指定 ]、-[位置合
わせ ] コマン ド を実行し た と きに完全再描画するよ う にし ま し た。

2.2.7.2  -[ 移動ベク ト ル - 指定 ] コ マン ド

-[ ノ ー ド  - 放射] と -[エレ メ ン ト  - 放射] コマン ドのエンテ ィ テ ィ の移動に関し、従来の球形    
移動のほか、 円筒形移動が可能にな り ま し た。

2.2.7.3  -[ 編集 ] コマン ド

-[ 積層レ イア ッ プ ] コマン ド を追加し ま し た。

-[ 荷重 - 定義 ]、 -[ 拘束 - 定義 ] コ マン ド を追加し ま し た。

-[ リージ ョ ン ] コマン ド で複数のリージ ョ ンを選択できるよ う にし ま し た。

2.2.7.4  -[ リ ナンバ ] コ マン ド

-[ コ ン タ ク ト  プロパテ ィ ]、-[ コ ン タ ク ト  ペア ]、-[ リージ ョ ン ]、-[ レ イヤ ]、-[ 解析セ ッ ト ]、  
-[ 関数 ] コマン ド を追加し ま し た。
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-[ 積層レ イア ッ プ ] コマン ド を追加し ま し た。

2.2.7.5  -[ エレ メ ン ト の更新 ] コマン ド

-[ 軸方向のリバース ] コマン ド を追加し ま し た。

-[ 剛体要素の線膨張率 ] コマン ド を追加し ま し た。

2.2.7.6  -[ その他の更新 ] コ マン ド

-[ スーパーエレ メ ン ト ID] コマン ド を追加し ま し た。

2.2.8  リ ス ト

[ リ ス ト ]-[ モデル ]-[ 荷重 - 定義 ]、 -[ 拘束 - 定義 ] コマン ド を追加し ま し た。

[ リ ス ト ]-[ アウ ト プ ッ ト ]-[結果をデータ テーブルへ出力 ]、-[相対変位をデータ テーブルへ
出力 ] コマン ド を追加し ま し た。

2.2.9  削除

[ 削除 ]-[ モデル ]-[ 荷重 - 定義 ]、 -[ 拘束 - 定義 ] コマン ド を追加し ま し た。

[ 削除 ]-[ ツール ]-[ 変数 ] コマン ド で複数の関数を選択し て削除できるよ う にし ま し た。

2.2.10  グループ

2.2.10.1  グループのブーリ アン演算

[ グループ ]-[ 操作 ]-[ ブーリ アン演算 ] コマン ド を追加し、従来、面倒だったグループのブーリ

アン演算を一つのダイアログボ ッ ク スにま とめ、同時に三つ以上のエン ト リ で も処理でき る

よ う に改良し ま し た。これにと もない、-[ 論理積 ]、-[ 論理和 ]、-[ 排他的論理和 ]、-[ 論理否定 ] コ

マン ドが廃止されま し た。

2.2.10.2  グループ関連エンテ ィ テ ィ の自動追加

[ グループ ]-[ 操作 ]-[ 関連エンテ ィ テ ィ 追加 ] コマン ド を追加し ま し た。これによ り グループ

に含まれるエンテ ィ テ ィ に関連するエンテ ィ テ ィ をグループに簡単に追加できるよ う にな り

ま し た。
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2.2.10.3  マテ リ アルによるグループ化の拡充

以下のコマン ド で積層要素の参照する材料が有効にな り ま し た。

[ グループ ]-[ エレ メ ン ト ]-[ マテ リ アル ]

[ グループ ]-[ プロパテ ィ ]-[ マテ リ アル ]

[ グループ ]-[ マテ リ アル ]-[ プロパテ ィ 上 ]

[ グループ ]-[ マテ リ アル ]-[ エレ メ ン ト 上 ]

2.2.10.4  複数グループの同時評価

[ グループ ]-[ 操作 ]-[ 評価 ] コマン ド を改良し、複数のグループを選択し て一度に評価する こ

とができるよ う にな り ま し た。

2.2.10.5  リージ ョ ンのグループ化

コ ン タ ク ト  リージ ョ ン、流体リージ ョ ン、ボル ト  リージ ョ ンおよびローター リージ ョ ンのグ   

ループ生成に、以下のものを使用できるよ う にな り ま し た。

参照ノ ー ド

参照エレ メ ン ト

カーブ使用

サーフ ェ イス使用

プロパテ ィ 使用

2.2.10.6  レ イヤによるグループ生成

[ グループ ]-[ 操作 ]-[ 生成 - レ イヤ ] コマン ド を追加し、レ イヤを使ってグループを生成できる  

よ う にな り ま し た。

2.2.10.7  スーパーエレ メ ン ト によるグループ生成

[ グループ ]-[ 操作 ]-[ 生成 - スーパーエレ メ ン ト ] コマン ド を追加し ま し た。生成できるのは、  

ノ ー ドの SEID で指定し たスーパーエレ メ ン ト のみです。

2.2.10.8  すべての ノ ー ド指定によるエレ メ ン ト のグループ

[ グループ ]-[ エレ メ ン ト ]-[ すべてのノ ー ド ] コ マン ド を追加し ま し た。

2.2.10.9  積層レ イア ッ プによるグループ化

特定の積層レ イア ッ プを参照するエレ メ ン ト をグループ化できるよ う にな り ま し た。

2.2.10.10  その他

Nastran フ ァ イルを読み込んだ と きに [ グループ ]-[ 操作 ]-[ 自動追加 ] コマン ドが正し く 機能

し なかった不具合を修正し ま し た。

2.2.11  グラ フ ィ クス

2.2.11.1  ビ ュー オプシ ョ ン

[ ラベル、エンテ ィ テ ィ 、カ ラー]

[ エレ メ ン ト  - 剛体 ] を追加し、 シンボルと自由度を表示できるよ う にし ま し た。
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[ ポス ト 処理 ]

解析結果のコ ン ターをモデルの一部に制約し、 部分コ ン ターを表示でき るよ う に し ま し
た。

平面応力状態にある ソ リ ッ ド 要素のコ ン ターベク ト ルの計算で、 丸め誤差のために方向
を正し く 計算できない不具合を解消し ま し た。 平面応力状態にある ソ リ ッ ド のコ ン ター
ベク ト ルは正し く 平面上にのり ます。

以前のバージ ョ ンでは平面ひずみ要素の応力計算の時、面外方向の垂直応力 σz が無視さ
れてお り、 主応力や vonMises 応力の計算が正し く あ り ませんで し た。 この不具合を解消
し、 σz を処理できるよ う にな り ま し た。

ク ラ イ テ リ ア制限を設定し たソ リ ッ ド 要素でのク ラ イテ リ ア表示での不具合を修正し ま
し た。

その他

SPCADD カー ド を読み込み時に拘束にカ ラー、 レ イヤが割り当てられない不具合を修正
し ま し た。

2.2.12  データベース

ユーザが使用できるアウ ト プ ッ ト ベク ト ル ID が 9,000,000 以降に変更にな り ま し た。これま

では、300,000 以降で し た。

各データ タ イプに割り当てられる ID の範囲は次のとお り です。

データ タ イ プ ID の範囲

値 9000000 ～ 9999999

位相 19000000 ～ 19999999

実数成分 29000000 ～ 29999999

虚数成分 39000000 ～ 39999999

3. イ ン ターフ ェ イス

3.1  CAD/ ジオ メ ト リ  イ ン ターフ ェ イス

Femap v9.3 でサポー ト する CAD/ ジオ メ ト リのバージ ョ ンは次のとお り です。

Femap イ ン ターフ ェ イス 最新サポー ト  バージ ョ ン

ACIS ACIS 16.0

Parasolid Parasolid 18.1

SolidEdge SolidEdge19.0

Unigraphics & NX v11 ～ v18, NX1 ～ 4
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他のイ ン タ ーフ ェ イ スの対応バージ ョ ンについては『 ト ラ ンスレー タ  リ フ ァ レ ンス』をご参 

照 く ださい。

3.2  FEA イ ン ターフ ェ イス

3.2.1  解析セ ッ ト マネージャ

解析セ ッ ト マネージャでサポー ト する解析プログラムのバージ ョ ンは次のとお り です :

Femap イ ン ターフ ェ イス 最新サポー ト  バージ ョ ン

Femap ニュー ト ラルフ ァ イル Femap v9.3

NX Nastran NX Nastran 5.0

ABAQUS ABAQUS 6.6

ANSYS ANSYS10.0

MSC.Marc MSC. Marc 2005

MSC.Nastran MSC. Nastran 2005

NEiNastran i NE Nastran 9.0

LS-DYNA3D LS-DYNA3D 960

他の解析プログラム イ ン ターフ ェ イスの対応バージ ョ ンについては『 ト ラ ンスレータ  リ フ ァ  

レンス』をご参照 く だ さい。

3.2.2  Femap ニュー ト ラルフ ァ イルイ ン ターフ ェ イス

カ ラーパレ ッ ト を追加し ま し た (Block 942)。

ユーザが使用できるアウ ト プ ッ ト ベク ト ル ID が変更にな り ま し た。詳し く は、2.2.12 デー 
タベースを参照 く だ さい。

I-DEAS I-DEAS 9m2

Pro/Engineer Pro/Engineer
16 - WildFire3

STEP 読み込み：AP203, AP204( ジオ メ ト リの 
み )
書き出し：AP203( ジオ メ ト リのみ )

IGES IGES4.0 ～ 5.3

CATIA v4 4.1.9 ～ 4.2.4

CATIA v5 R17

DXF -

Femap イ ン ターフ ェ イス 最新サポー ト  バージ ョ ン
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3.2.3  Nastran イ ン ターフ ェ イス

バージ ョ ンア ッ プ

NX Nastran のイ ン タ ーフ ェ イ スは非常に多 く の点で改良と改善が図られま し た。こ こ では 

NX Nastran のほか、MSC Nastran, MD Nastran の情報もま とめて示し ます。

INCLUDE 文を含む形でチ ェ ッ クサムコー ド を出力するよ う にし ま し た。 (NX)

NX NastranのSOL 601/701のNXSTRATカー ドの新しいパラ メ ータ ELRESCSをサポー ト   
し ま し た。 このパラ メ ー タ を指定する と ソ リ ッ ド 要素の解析結果を要素座標系や材料座
標系で出力できるよ う にな り ます。 (NX)

プ リ テンシ ョ ンボル ト の BOLTLD、 BOLTFOR、 BOLT カー ド をサポー ト し ま し た。 ボル
ト リージ ョ ンには、 ビーム要素とバー要素を使用できます。 (NX)

NX Nastran コ ン タ ク ト の読み込み時に発生し ていた問題の多 く を解消し ま し た。 バルク 
データの筆頭にコ ン タ ク ト 定義がない限り読み込みは正常に行われるで し ょ う。 (NX)

NX Nastran 線形コ ン タ ク ト の新しいパラ メ ータ INTORD、 REFINE をサポー ト し ま し た 
(NX)。

ローターダイナ ミ クス解析をサポー ト し ま し た。 (NX)

ラ ン ダ ム 応 答 解 析 の 新 し い 出 力 フ ォ ー マ ッ ト を サ ポ ー ト し ま し た。 こ れ は
PARAM.,RPOSTS,1 で指定されます。 (NX)

Advanced Nonlinear(SOL601) で採用された 3D ソルバーをサポー ト し ま し た。 (NX)

Advanced Nonlinear(SOL601)のリ ス ター ト を改善し、ほかのNastran解析と同様の手順で 
リ ス ター ト が可能にな り ま し た。 (NX)

Advanced Nonlinear(SOL601) の初期温度指定をサポー ト し ま し た。 (NX)

Advanced Nonlinear の陰解法過渡解析 (SOL601,129) に対し、SORT1 を出力し ます。これ 
は NX Nastran v5.0 からデフ ォル ト の出力が SORT2 に変更されたためです。 (NX)

スク ラ ッ チデ ィ レ ク ト リ を二つ指定し、 その最大サイズも指定できるよ う にな り ま し た。
この指定は解析セ ッ ト マネージャの [NASTRAN Executive and Solution Options] ダイア    
ログボ ッ クスで [ スク ラ ッ チ ] ボタ ンを押すと表示されるダイアログボ ッ クスで指定でき
ます。 (NX,MSC/MD)

非線形静解析(SOL106)のオプシ ョ ンである変形と差分剛性の影響を同時に考慮し た非線
形固有値解析の設定を解析セ ッ ト マネージャから設定できるよ う にし ま し た。 (NX,MSC/
MD)

DDAM の指定をサポー ト し ま し た。 DDAM の指定は固有値解析の解析セ ッ ト を作成し た
後、 解析セ ッ ト マネージ ャ のエ ン ト リ か ら [NASTRAN DDAM] を選択 し て行います。 
(NX,MSC/MD)

システムセル ID を直接指定できるよ う にな り ま し た。 この指定は解析セ ッ ト マネージャ
の [NASTRAN Executive and Solution Options] ダイアログボ ッ クスの [ システムセル ] か    
ら行えます。 (NX,MSC/MD)

積層要素を含む解析で破壊指標と強度比を F06 フ ァ イルに出力し ないオプシ ョ ンをサ
ポー ト し ま し た。 このオプシ ョ ンは PARAM カー ド で定義され、 パラ メ ータは NOFISR
です。 パラ メ ー タ 値が 0 よ り 大きい場合、 積層破壊指標 と 強度比は出力 さ れません。
(NX,MSC/MD)

複素固有値解析をサポー ト し ま し た。 解析条件定義だけでな く 、 ポス ト 処理もサポー ト
し ま し た。 (NX,MSC/MD)
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線形静解析で初期条件と し て TEMP(INIT)=n を指定できるよ う にな り ま し た。 (NX,MSC/
MD)

2D 直交異方性材料の温度依存性を定義する MATT8 カー ド をサポー ト し ま し た。
(NX,MSC/MD)

MFLUID、 MPRES、 ELIST をサポー ト し ま し た。 (NX,MSC/MD)

積層要素を含む解析で最大破壊指標を OP2 フ ァ イル経由で読み込めるよ う にな り ま し
た。 PARAM、 SRCOMPS をサポー ト し ま し た。 (NX,MSC/MD)

SUBCOM カー ド をサポー ト し ま し た。 (NX,MSC/MD)

PBUSH、 PVISC、 BFRIC、 PLPLANE、 および PWELD にタ イ ト ルを コ メ ン ト で出力し、
同時にコ メ ン ト 文から タ イ ト ルを再現する機能をサポー ト し ま し た。 (NX,MSC/MD)

ノ ー ドのSEIDフ ィ ールド にスーパーエレ メ ン ト IDを指定する こ と でスーパーエレ メ ン ト
を定義でき るよ う にな り ま し た。 現在のと こ ろ、 メ イ ンバルクデー タ スーパーエレ メ ン
ト のプ ラ イマ リのものしかサポー ト し ませんが、 NASTRAN 入力フ ァ イルからの読み込
みも可能です。 読み込みでは NASTRAN 入力フ ァ イルの SEID だけでな く 、 SESET も読
み込めます。SESETで定義されたスーパーエレ メ ン ト はSEIDに変換されます。(NX,MSC/
MD)

ケースコ ン ト ロールセクシ ョ ン、実行制御セクシ ョ ンで INCLUDE 文を使用できるよ う に
拡張し ま し た。 (NX,MSC/MD)

超弾性材料カー ド MATHE をサポー ト し ま し た。 (NX,MSC/MD)

マルチケースの座屈解析をサポー ト し ま し た。 (NX,MSC/MD)

複素固有値でオーバーオール構造減衰をサポー ト し ま し た。 (NX,MSC/MD)

過渡熱伝導解析で、 時刻歴荷重を定義し ない場合、 DLOAD カー ド を出力し ないよ う にし
ま し た (NX,MSC/MD)。

バルクデータ セクシ ョ ンの[終了文]をENDOFDATAの前にも、後にも指定追加できるよ う
にし ま し た (NX,MSC/MD)。

解析結果に含まれるデータから vonMises 応力が出力されているのか、あるいは八面体せ
ん断応力で出力されているのかを識別し、 正し く ラベルをつける よ う に改良し ま し た。
(NX,MSC/MD)

XDB に含まれるスーパーエレ メ ン ト の解析結果を正し く 読み込めるよ う にな り ま し た。
(NX,MSC/MD)

XDB フ ァ イルから個々のケースの読み込みや時間ステ ッ プの読み込みを選択的に行える
よ う に改良し ま し た。 (NX,MSC/MD)

不具合修正

パス名のない INCLUDE 文の読み込み時の不具合を修正し ま し た。

ラ ンダム応答解析、応答スペク ト ル解析で XYPLOT/XYPRINT 出力を選択し た と きのケー
スコ ン ト ロールでの BGSET の位置を修正し ま し た。

F06 フ ァ イルから プレー ト 要素の非線形応力の読み込み時の不具合を修正し ま し た。最小
主応力が正し く 計算されない場合があ り ま し た。

XDB フ ァ イルから複素固有値解析の結果の読み込み時の不具合を修正し ま し た。

PLOAD3、 PLOAD4 カー ドの座標系の読み込み時の不具合を修正し ま し た。

複数のサブケースがあ り、 それぞれのサブケースで １ つ以上の固有値が要求される座屈
解析の結果の読み込み時の不具合を修正し ま し た。
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XDB フ ァ イルも し く はOP2 フ ァ イルから平面ひずみ要素の非線形の出力の読み込み時の
不具合を修正し ま し た。

CORDM フ ィ ールドがブラ ン クのと きの PSOLID カー ドの読み込み時の不具合を修正し
ま し た。

CBUSH カー ドの書出し時の不具合を修正し ま し た。 オ リ エンテーシ ョ ンベク ト ル、 ノ ー
ドが定義されていないと きにブラ ン クではな く ゼロを書き出し ていま し た。

BGSET、 BCSET のセ ッ ト ID が大きすぎる場合に生じ ていた不具合を修正し ま し た。

要素コーナー値の出力が要求されていない、 CQUADR、 CTRIAR の解析結果の読み込み
時の不具合を修正し ま し た。

3.2.4  NEi Nastran イ ン ターフ ェ イス

バージ ョ ンア ッ プ

DDAM の指定をサポー ト し ま し た。

コ ン タ ク ト プロパテ ィ に BCCONP RBE3 コ ン タ ク ト オプシ ョ ンを指定できるよ う にし ま 
し た。

3.2.5  LS-DYNA3D イ ン ターフ ェ イス

バージ ョ ンア ッ プ

積層要素と プレー ト 要素の材料角度を正し く 指定できるよ う にし ま し た。

不具合修正

ビーム要素の断面形状に円チューブを選択し ている と断面が正し く 書き出されなかった不具

合を修正し ま し た。

3.2.6  I-DEAS イ ン ターフ ェ イス

バージ ョ ンア ッ プ

I-DEAS へグループを出力できるよ う にし ま し た。

I-DEASが出力し たNASTRAN入力フ ァ イルのグループを正し く 処理できるよ う にし ま し
た。

3.2.7  PATRAN イ ン ターフ ェ イス

バージ ョ ンア ッ プ

PATRAN ニュー ト ラルフ ァ イルからポイ ン ト 、ラ イ ン / カーブ、パッ チ / サーフ ェ イス、名
前付けされたコ ンポーネン ト / グループを読み込めるよ う にし ま し た。

3.2.8  MARC イ ン ターフ ェ イス

不具合修正

Marc パラ メ ータ ダイアログボ ッ クスのプロセ ッサ数の指定と Parallel BETA の部分が破 
壊されて し ま う不具合を修正し ま し た。

コ ン タ ク ト プロパテ ィ フ ィ ール ド が通常のプロパテ ィ を参照し て し ま う 不具合を修正し
ま し た。
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4.Femap API
4.1  追加されたオブジ ェ ク ト

荷重定義 (feLoadDefinition)

ボル ト 荷重 (feLoadBolt)

拘束定義 (feBCDefinition)

グローバルプラ イ (feGlobalPly)

積層レ イア ッ プ (feLayup)

ユーザグラ フ ィ ッ クスオブジ ェ ク ト (feGFX*)

セレ ク ター (feSelector)

データサーフ ェ イス (feDataSurface)

解析結果のマ ッ ピング (feMapOutput)

4.2  属性の追加

以下のオブジ ェ ク ト に属性が追加にな り ま し た。

解析セ ッ ト マネージャ (feAnalysisSetManager)

初期設定

4.3  新しい API メ ソ ッ ド

以下の API メ ソ ッ ドが追加にな り ま し た

GetTitleIDList( )

ParseTitleID( )

これらは、リ ス ト コ ンボボ ッ クスにタ イ ト ルや ID を表示するのに便利です。

Clear( )

内容の一括削除に便利です。

NextEmptyAction()

Set オブジ ェ ク ト に SelectMultiID() メ ソ ッ ド を追加し ま し た

Group オブジ ェ ク ト に SelectAllOnLayer を追加し ま し た。

LoadSet オブジ ェ ク ト に ResetNextLoad, NextLoad, ResetNextLoadDef, NextLoadDef を    
追加し ま し た。

BCSet オブジ ェ ク ト に ResetNextBC, NextBC, ResetNextBCDef, NextBCDef を追加し ま   
し た。

Connection オブジ ェ ク ト に GetEntities を追加し ま し た。
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4.4  API の修正

同一のオブジ ェ ク ト を使っ て複数のグループを待避し た り、 保存し た り する と グループ
の内容が破壊される不具合を修正し ま し た。

Element オブジ ェ ク ト の剛体要素やスラ イ ド ラ イ ンなどのノ ー ド リ ス ト で構成されるエ
レ メ ン ト の取り出し に使用し た同じ オブジ ェ ク ト をそれ以外のタ イ プのエレ メ ン ト に使
用する と発生し た不具合を解消し ま し た。

4.5  関数の追加

以下の関数を追加し ま し た。

feWindowTitle( アク テ ィ ブなビ ューにタ イ ト ルと ID を割り当てます。 )

feWindowSetRect(任意のビ ューのサイズをグラ フ ィ ッ クア ト リ ビ ュー ト のパーセンテー
ジで指定し ます。 )

feProjectOntoVector( ポイ ン ト やノ ー ド をベク ト ルに投影し ます。 )

feProjectOntoPlane( ポイ ン ト やノ ー ド を平面に投影し ます。 )

feAppEventCallback(特定のイベン ト が発生し た場合に特定のプログラムを実行するよ う
にできます。 )

feConnectionRegion (feContact と同じ です。 )

feModifySuperelementID( スーパーエレ メ ン ト ID を変更し ます。 )

feVectorPerpendicular( 任意のベク ト ルに対し、 垂線の足と なるベク ト ルを計算し ます )

feGetElementFaces( エレ メ ン ト フ ェ イスを指定するダイアログボ ッ クスを表示し ます。)

feGroupCombine( 複数のグループを組み合わせて一つのグループを生成し ます。 )

以下の関数は削除し ま し た。

vu.WindowLeft

WindowRight

WindowTop

WindowBottom
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5. 判明し ている問題点

5.1  グラ フ ィ ッ クスカー ドの問題

5.1.1  OpenGL 処理の問題

症状

表示処理を行う グラ フ ィ ッ クスカー ド / ド ラ イバの OpenGL への対応レベルによ り、Femap

の画面表示が正し く 行われないこ とがあ り ます。例えば、モデルの表示に異常な程の時間がか

かった り、モデル形状が正し く 表示されなかった り といったこ とがあり ます。

対処

PC メ ーカやグラ フ ィ ッ クスカー ド供給元から最新のグラ フ ィ ッ クス ド ラ イバを入手し、更新

し ます。

これで改善し ない と きは、次の手順で Femap の表示処理にグラ フ ィ ッ ク スカー ド のハー ド

ウ ェ ア アクセラ レーシ ョ ン機能を使用し ないよ う に切り替えます。

[ 手順 ]: ハー ド ウ ェ ア アクセラ レーシ ョ ンをオフにする

1. [ス ター ト ]-[すべてのプログ
ラム ]-[Femap v9.3J]-[ 環境
設定ツール ](F93ENV.EXE)
を起動し ます。

2. [Femap.ini] タ ブを ク リ ッ ク
し ます。

3. [ ハー ド ウ ェ ア アクセラ
レーシ ョ ン ] チ ェ ッ クボ ッ
クスを 「オフ」 ( チ ェ ッ ク
マークな し ) にし ます。

4. [ 適用 ] を ク リ ッ ク し ます。

5. [ 閉じ る ] を ク リ ッ ク し て終
了し ます。

※この設定は、Femap の [ フ ァ イル ]-[ 初期設定 ] コマン ド で [ レンダー] の [ ハー ド ウ ェ ア ア 

クセラ レーシ ョ ン ] を「オフ」にするのと同じ です。
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5.1.2  画面に残像が残る問題

症状

NVIDIA GeForce および Quadro シ リーズの環境で Femap グラ フ ィ ッ ク  ウ ィ ン ド ウのリ フ  

レ ッ シュが正常に行われず、画面に残像が表示される こ とがあ り ます。

対処

Femap 環境設定ツールを使用し て、Femap フ ォルダ内の FEMAP.INI に画面リ フ レ ッ シュ処

理の遅延を設定し ます。

BitBiltDelay値(日本語版のデフ ォル ト は20) を大き く する こ と で、Femapの画面リ フ レ ッ シュ

の時間を延ばし、確実に リ フ レ ッ シュ を行う よ う にできます。

[ 手順 ]：環境設定ツール (F93ENV.EXE) による BitBiltDelay の設定

1. [ス ター ト ]-[すべてのプログ
ラム ]-[Femap v9.3J]-[ 環境
設定ツール ](F93ENV.EXE)
を起動し ます。

2. [FEMAP.INI] タ ブを ク リ ッ
ク し ます。

3. [BitBiltDelay] チ ェ ッ クボ ッ
クスをオンにし "20" を入力
し ます。

4. [ 適用 ] を ク リ ッ ク し ます。

5. [ 閉じ る ] を ク リ ッ ク し て終
了し ます。

※この設定は、Femap の [ フ ァ イル ]-[ 初期設定 ] コマン ド で [ レンダー] の [BitBlt リ フ レ ッ 

シュ遅延 ] 値を設定するのと同じ です。
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5.2  Femap 環境の初期化

Femap v9.3 日本語版の環境設定ツールで、ツールバーレ イアウ ト 情報の初期化 ( 削除 ) する 

機能を提供し ています。

ツールバーに問題が発生し た場合は、環境設定ツールでレ イアウ ト 情報を初期化 ( 削除 ) し て

く ださい。

ツールバーレ イアウ ト の初期化

Femap のバージ ョ ンを選択 ( 基本的には両方 ) し、[ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

※レ イアウ ト の保存と復元は、Femap の [ フ ァ イル ]-[ 初期設定 ] コマン ドから も行う よ う に

し ま し た。

5.3  Femap の機能

5.3.1  データサーフ ェ イスによる ソ リ ッ ド要素への荷重定義

ソ リ ッ ド 要素にデータサーフ ェ イスで荷重を生成する と き、一つの要素に対し複数のフ ェ イ

スに荷重を作用させる と奇妙な荷重が生成されます。

5.3.1.1  対策

一つの要素について一度に荷重を作用させる フ ェ イスは一つにし て く だ さい。

5.3.1.2  解消予定

次期マイナーリ リース (9.3.1（仮）)

5.3.2  コーナーによるデータサーフ ェ イス－その 1
コーナーでデータサーフ ェ イスを定義する場合、ゼロのポイ ン ト がある と、奇妙な結果にな り

ます。
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5.3.2.1  対策

使用を避けて く ださい。

5.3.2.2  解消予定

次期マイナーリ リース (9.3.1（仮）)

5.3.3  コーナーによるデータサーフ ェ イス－その 2
データサーフ ェ イスで 8 コーナーや 4 コーナーを使用し ている と き、コーナーに囲まれない

外側の要素を選択する と奇妙な結果を与える。

5.3.3.1  対策

使用を避けて く ださい。

5.3.3.2  解消予定

次期マイナーリ リース (9.3.1（仮）)

5.3.4  グループ - レ イヤ

新しい [ グループ ]-[ レ イヤ ] でレ イヤ別のグループを作成する と き、ソ リ ッ ド ジオ メ ト リが

その中に含まれません。

5.3.4.1  対策

当該グループに手動で追加し て く だ さい。

5.3.4.2  解消予定

次期マイナーリ リース (9.3.1（仮）)
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6Femap with NX Nastran v9.3 更新情報

この章には、Femap with NX Nastran v9.3 の更新情報が記載されています。

1.Femap と NX Nastran ソルバーのバージ ョ ン
Femap with NX Nastran はプ リ ポス ト プ ロ セ ッ サ Femap と 汎用有限要素法 ソ ルバーNX   

Nastran を シ ーム レ ス に統合 し た有限要素法解析 ソ リ ュ ー シ ョ ン で す。Femap with NX  

Nastran は Femap と NX Nastran で構成されてお り、それぞれの異なるバージ ョ ン番号を持 

ちます。

以下の表にバージ ョ ンの対応関係をま とめます。

バージ ョ ンの対応関係

製品 NX Nastran Femap

Femap with NX Nastran v9.3 5.0 9.3.0

Femap with NX Nastran v9.2 4.1 9.2.0

Femap with NX Nastran v9.1 4.0 9.1.0

NX Nastran for Femap 2.0 3.0 9.0.1

NX Nastran for Femap 1.0 1.0 8.3.0.1

Femap with NX Nastran の製品構成は以下の通り です。

製品名 概要

Femap with NX Nastran/
ベーシ ッ クバン ドル

Femap と NX Nastranの以下の機能のパッ ケージ製品

○線形静解析
○固有値解析
○座屈解析
○定常熱伝導解析
○過渡熱伝導解析
○非線形静解析 (SOL106)
○非線形過渡解析 (SOL129)
※ MFLUID の GUI サポー ト

※スーパーエレ メ ン ト の GUI サポー ト

※レ イア ッ プエデ ィ タの GUI サポー ト

※データサーフ ェ イス荷重の GUI サポー ト

※プ リ テンシ ョ ンボル ト のサポー ト
※ DDAM のサポー ト

※要素反復法で固着のサポー ト

Dynamic Response モジュール パッ ケージへの追加機能。
○線形過渡解析
○周波数応答解析
※相対変位法で固有モー ド形状と結果の両方を出力
※強制運動でのデフ ォル ト を絶対変位法に変更
※相互 PSD の出力

※周波数応答でモー ド の影響度合いを評価可能にな
る
※複素固有値解析の GUI サポー ト

Advanced Nonlinear モジュール パッ ケージへの追加機能。
○ SOL601 非線形静解析

○ SOL601 非線形過渡解析

○ SOL701 陽解法非線形過渡解析

設計感度最適化 モジュール パッ ケージへの追加機能。
○設計感度最適化解析機能

空力弾性解析モジュール パッ ケージへの追加機能。
○ Aeroelasticity I
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2.Femap with NX Nastran の新機能
今回のリ リースから Femap with NX Nastran v9.3 で Femap v9.3 と  NX Nastran v5.0 がお使    

いいただけるよ う にな り ま し た。 以下の新機能がご利用いただけます。

2.1  複素固有値解析の GUI サポー ト

複素固有値解析のプ リポス ト を GUI でサポー ト するよ う にし ま し た。

複素固有値解析は、減衰がある場合の運動方程式を解き、減衰を考慮し た固有モー ド と モー ド

の減衰率を計算する機能です。

GUI によるモデル作成は、通常の固有値解析の解析セ ッ ト 定義で行う こ とができ、以下の複素

固有値解析に対応し ています。

Hessenberg 法

複素逆べき乗法

複素ラ ンチ ョ ス法

スーパーエレ メ ン ト  モジュール パッ ケージへの追加機能。
○スーパーエレ メ ン ト

DMAP モジュール パッ ケージへの追加機能。
○ DMAP

Rotor Dynamics モジュール パッ ケージへの追加機能。
○複素固有値解析で回転体を取り扱 う 機能
※モー ド 法周波数応答をサポー ト

構造解析ツールキッ ト パッ ケージへの追加機能。
○構造解析ツール

製品名 概要
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2.2  仮想流体境界条件 MFLUID の GUI サポー ト

仮想流体境界条件 MFLUID の設定を GUI でサポー ト するよ う にし ま し た。

定義は、[ コネク ト ]-[ 流体リージ ョ ン ] コマン ドから行えます。

仮想流体境界条件が使用できる解析タ イプは以下の通り です。

固有値解析 (103)

複素固有値解析 (107 110)

過渡解析 (109 112)

周波数応答解析 (108 111)

ラ ンダム応答解析 (111)

スペク ト ル応答解析 (109 112)

非線形過渡解析 (129)

スーパーエレ メ ン ト ( 余剰項のみ )

設計感度最適化解析 (200/ 感度マ ト リ クスには組み込まれません。 )

Femap では GUI で対応できませんが、以下の解析も可能です。

周期対称固有値解析 (115)

周期対称座屈解析 (116)

周期対称周波数応答解析 (118)

静的空力弾性解析 (144)

フ ラ ッ タ解析 (145)

空力弾性応答解析 (146)

仮想流体境界は以下のよ う なケースで使用できます。

片面または両面が濡れ面になっている構造面

圧力が作用し ない濡れ面でスロ ッ シングが発生し ない場合

対称または反対称の境界条件を もつ流体境界

無限体積の流体境界
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2.3  スーパーエレ メ ン ト の GUI サポー ト

メ イ ンバルクデータ スーパーエレ メ ン ト をサポー ト するよ う に し ま し た。今回のリ リ ースで

はノ ー ド定義の SEID フ ィ ールド にスーパーエレ メ ン ト ID を指定する、プラ イマ リ スーパー

エレ メ ン ト をサポー ト し ます。

[ 修正 ]-[ その他の更新 ]-[ スーパーエレ メ ン ト ID] コマン ド で個々のノ ー ド にスーパーエレ メ

ン ト ID を指定する こ とができるよ う にな り ま し た。

2.4  プ リ テンシ ョ ンボル ト

プ リ テンシ ョ ンボル ト は NX Nastran の v5.0 以降で使用できるよ う になったボル ト などの締 

結部分をモデル化するのに便利なエンテ ィ テ ィ です。プ リ テンシ ョ ンボル ト はボル ト をモデ

ル化するビームまたはバー要素をボル ト リージ ョ ン と呼ばれるグループエンテ ィ テ ィ に登録

し、それらに指定し た軸力を作用させる機能です。

プ リ テンシ ョ ンボル ト の定義を GUI でサポー ト するよ う にし ま し た。

プ リ テンシ ョ ンの定義は現在のと こ ろ、以下の解析で使用できます。

線形静解析 (SOL 101)

固有値解析 (SOL103)

線形座屈解析 (SOL105)

直接法複素固有値解析 (SOL107)

直接法周波数応答解析 (SOL108)

直接法過渡解析 (SOL109)

モー ド法複素固有値解析 (SOL110)

モー ド法周波数応答解析 (SOL111)
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モー ド法過渡解析 (SOL112)

陰解法高度非線形解析 (SOL 601)

線形静解析と高度非線形解析では、軸力が荷重に組み込まれます。固有値解析と線形座屈解析

では差分剛性を計算するのに使用できます。

2.5  ローターダイナ ミ クスの GUI サポー ト

ローターダイナ ミ クスの設定を GUI でサポー ト するよ う にし ま し た。

ローターダイナ ミ クスは複素固有値解析と周波数応答解析で利用する こ とができます。
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2.6  DDAM(Dynamic Design Analysis Method) の GUI サポー ト

NX Nastran v5.0 から DDAM 解析が完全自動化し ま し た。

機雷などの水中爆発による船体への負荷を計算する DDAM の設定を GUI でサポー ト するよ

う にし ま し た。

2.7  線形コ ン タ ク ト の機能強化

NX Nastran v5.0 で線形コ ン タ ク ト の精度が大幅に改良されま し た。今回のバージ ョ ンからパ  

ラ メ ータ INTORD( 評価精度 )、REFINE( メ ッ シュのリ フ ァ イ ン ) を導入し、解の精度を向上さ

せる こ とができるよ う にな り ま し た。さ らに、固着 (Glue) にパラ メ ータ ZOFFS(Z- オフセ ッ ト

) を導入し、解の精度を向上させる こ とができるよ う にな り ま し た。

初期荷重を定義する こ と で、以下の解析でも線形コ ン タ ク ト を考慮できるよ う にな り ま し た。

固有値解析 (SOL103)

モー ド法周波数応答解析 (SOL111)

モー ド法過渡解析 (SOL112)

2.8  剛体要素の線膨張率のサポー ト

NX Nastran v5.0 から剛体要素に線膨張率を定義できるよ う にし ま し た。

剛体要素は普通、解析対象外の構造物で、モデルよ り もはるかに高い剛性を もつ部分を表現す

るのに使用し ます。従来の剛体要素は線膨張率を定義できないため熱ひずみを伴 う 解析では

使用できませんし た。NX Nastran v5.0 では剛体要素に対し、線膨張率を定義し て、剛体近似し  

た構造物が本来もつ熱ひずみを模擬できるよ う にな り ま し た。
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剛体要素への線膨張率の定義を GUI でサポー ト するよ う にし ま し た。

2.9  非線形固有値解析の GUI サポー ト

非線形静解析 (SOL106) のオプシ ョ ンである変形と差分剛性の影響を同時に考慮し た非線形

固有値解析の設定を解析セ ッ ト マネージ ャから設定で き る よ う に し ま し た。解析セ ッ ト マ

ネージャで [ 解析タ イプ ] を [ 非線形静解析 ] に設定し ます。

2.10  固着機能の拡張

要素反復法ソルバーで固着機能が使用できるよ う にな り ま し た。以前のバージ ョ ンでは、要素

反復ソルバーを使用する と固着機能は無視されま し た。

2.11  積層材料の強度比の出力

積層材料で強度比のポス ト 処理をサポー ト し ま し た。強度比 SRは積層材料の制限荷重を σl、

作用する荷重を σa と し た場合、以下の式で計算されます。

(1-1)SR
σl
σa
-----=
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強度比は積層破壊指標が出力される場合、PARAM,SRCOMPS,YES を指定する と同時に出力

されます。

2.12  直接加振法の精度向上

周波数応答解析の拘束モー ド法 ( 前リ リースでは相対変位法と呼んでいま し た ) の精度が向

上し ま し た。

ただし、デフ ォル ト は絶対変位法に戻り ま し た。これは互換性を保持するためです。

2.13  モー ド影響係数の計算

モー ド法周波数応答解析でモー ド影響係数を計算するよ う にし ま し た。これによ り、各周波数

の応答について、どのモー ドが影響し ているかを知る こ とができます。

2.14  相互相関関数の出力

ラ ンダム応答解析のポス ト 処理で相互相関関数を出力できるよ う にし ま し た。

2.15  Advaced Nonlinear モジュールの機能強化

NXSTRAT カー ド にコ ン タ ク ト の変位の定式化を指定するパラ メ ータ CTDISP( 変位の定
式化 ) が追加され、微小変位を仮定し た定式化、大変形を考慮し た定式化が選択できるよ
う にな り ま し た。

NXSTRAT カー ド に計算の安定化を図るためのパラ メ ータ CTDAMP( 安定化減衰 ) が追加
されま し た。

コ ン タ ク ト の初期貫入の処理 (INIPENE) に新しいオプシ ョ ンが追加されま し た。新しいオ
プシ ョ ンを選択する と、 ギャ ッ プ間距離 (GAPVAL) で指定する こ とができるよ う にし ま
し た。

コ ン タ ク ト の計算アルゴ リ ズムを改良し、 摩擦を定義し たコ ン タ ク ト の計算の精度が向
上し ま し た。

SOL601 で 3D 反復ソルバーをサポー ト するよ う にし ま し た。3D 反復ソルバーは、主に高
次ソ リ ッ ド要素で構成されるモデルを高速に処理する新しい反復ソルバーです。

要素の出現と消滅が定義できるよ う にな り ま し た。

2.16  計算手法の機能強化

2.16.1  SPAESEDR オプシ ョ ン

モー ド法周波数応答解析で新しいスパースデータの取り出し を行う オプシ ョ ンをデフ ォル ト

の設定に し ま し た。この新し いオプシ ョ ンによ っ て大規模問題の計算時間を短縮する効果が

あ り ます。

このオプシ ョ ンのシステムセル番号、セル名は、それぞれ 421、SPAESEDR です。設定は、次の

とお り です。

0: スパースデータの取り出し を行いません

1: ( デフ ォル ト ) スパースデータの取り出し を行います
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2.16.2  SPCHOL オプシ ョ ン

線形静解析で新しいスパースコ レスキー縮退を使用するオプシ ョ ンをデフ ォル ト に設定し ま

し た。この新しいオプシ ョ ンによ って、計算時間を短縮する効果があり ます。

このオプシ ョ ンのシステムセル番号、セル名は、それぞれ 424、SPCHOL です。設定は、次のと

お り です。

0: スパースコ レスキー縮退を使用し ません

1: ( デフ ォル ト ) スパースコ レスキー縮退を使用し ます

2.16.3  REDMULT オプシ ョ ン

NX Nastran v5.0 から ラ ンチ ョ ス法で振動問題を処理する と き。REDMULT 高性能オプシ ョ ン  

を導入し ま し た。REDMULT オプシ ョ ンは、ラ ンチ ョ ス法の READ DMAP 計算でマ ト リ クス 

ベク ト ル積を非常に高速化するオプシ ョ ンです。このオプシ ョ ンは、多数の MFLUID条件が存

在する場合に計算時間を短縮する効果があ り ます。

このオプシ ョ ンのシステムセル番号、セル名は、それぞれ426、REDMULTです。設定は、次のと

お り です。

0: ( デフ ォル ト )REDMULT は使用し ません

1: REDMULT を使用し ます。

2.17  機構解析との連携強化

2.17.1  Recurdyn RFI フ ァ イルの出力

NX Nastran v5.0 から Recurdyn の RFI(Recurdyn Flex Input) フ ァ イル形式の出力を コマン ド    

カー ドの追加で行えるよ う にし ま し た。

RFI には、NX Nastran の実固有値解析の結果出力される縮退マ ト リ ク スが含まれています。 

Recurdyn は、RFI フ ァ イルを イ ンポー ト し て多体動解析のパーツに弾性を与える こ とができ

ます。

2.17.2  ADAMS ニュー ト ラルフ ァ イル (MNF) への出力

NX Nastran v5.0 では、ADAMS MNF の出力を強化し ま し た。

固有値解析 (SOL103) を実行し て取得し たモー ド ベク ト ルを元に ADAMS 用のモー ド ニュー

ト ラルフ ァ イル (MFS) を作成する こ とができます。
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3. 判明し ている問題点

3.1  複素 Lanczos 法による複素固有値解析

構造減衰が存在する場合、複素 Lanczos 法は解の取り出しに失敗し ます。これは、材料構造減

衰、構造要素減衰、あるいはオーバーオール構造減衰を定義し、複素ラ ンチ ョ ス法を使用する

と解の取り こぼしが激し く 発生し ます。

3.1.1  バージ ョ ン

v5.0 のみです。以前のバージ ョ ンではこの不具合は発生し ません。

3.1.2  対策

NX Nastran v5.0 ではモー ド法による Hesenberg 法をご使用 く だ さい。

モー ド法による Hessenberg 法は [NASTRAN モー ド解析 ] ダイアログボ ッ クスで、[Hessen-

berg 法 ] と [ モー ド法 ] を選択し て く ださい。

3.1.2.1  解消予定

次期リ リースで解消する予定です。

3.2  ローターダイナ ミ クス

Femap の GUI で ロー タ ーダ イ ナ ミ ク スの解析条件を設定する場合、周波数応答解析で、

ROTORD カー ドの同期解析と非同期解析の指定が逆に行われています。

3.2.1  対策

本リ リースの日本語GUI では、表示を逆にし て対応し てお り ますが、ツールチ ッ プ メ ッ セージ

では同期解析の設定の場合は非同期と表示され、非同期解析の場合には同期と表示されます。
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3.2.2  解消予定

次期リ リースで解消する予定です。

整合性を持たせるために本リ リースのみ入れ替えています。

3.3  ボル ト リージ ョ ンの定義

ボル ト リージ ョ ンはひとつのボル ト リージ ョ ンに対し、唯一のビーム /バー要素のみを定義し

て く ださい。それ以外の設定では奇妙な解を与える可能性があり ます。

この問題が発生するのは、Advanced Nonlinear 以外の解析タ イプです。

線形静解析 (SOL 101)

固有値解析 (SOL103)

線形座屈解析 (SOL105)

直接法複素固有値解析 (SOL107)

直接法周波数応答解析 (SOL108)

直接法過渡解析 (SOL109)

モー ド法複素固有値解析 (SOL110)

モー ド法周波数応答解析 (SOL111)

モー ド法過渡解析 (SOL112)

3.3.1  不具合の発生するバージ ョ ン

v5.0 です。
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3.3.2  対策

ボル ト を定義する と き、一本のボル ト はなるべ く 一つのビームまたはバー要素でモデル化し

て く だ さ い。一つのボル ト リ ージ ョ ンには常に一つのビームまたはバー要素を登録し て く だ

さい。

3.3.3  解消予定

未定。

3.4  Advanced Nonlinear
NXSTAT の新しい材料座標系での応力とひずみの出力オプシ ョ ン ELRESCS の定義が逆さ ま

です。

ELRESCS 0 1

Femap ＋ド キュ メ ン ト 要素座標系で出力 材料座標系で出力
v9.3 での動作 材料座標系で出力 要素座標系で出力

3.4.1  対策

表示を逆に解釈し て く ださい。

3.4.2  解消予定

次期マイナーリ リース (9.3.1（仮）)
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4. 解析機能と SOL 番号
以下の表に Femap with NX Nastran の解析機能と それに付随する SOL 番号をま とめたもの   

を示し ます。これに合わせて過去のバージ ョ ン との比較も示し ます。　

Adv.Aeroelasticity（ア ドバンス ト 空力弾性解析モジュール）の供給を停止し ま し た。

解析機能 SOL ↓ Version と モジ ュール名

FwNXN v93, 92 & 91 NXN4F v2 NXN4F
v1

NXN4F v1 & v2

B
as

ic
B

un
dl

e

D
yn

am
ic

 
R

es
po

ns
e

A
dv

an
ce

d
N

on
lin

ea
r

R
ot

or
D

yn
am

ic
s

S
up

er
E

le
m

en
t

D
m

ap

Ae
ro

el
as

tic
ity

A
dv

an
ce

d
Ae

ro
el

as
tic

ity

設
計

感
度

最
適

化

B
as

ic
B

un
dl

e

D
yn

am
ic

 
R

es
po

ns
e

A
dv

an
ce

d
N

on
lin

ea
r

B
as

ic
P

ac
ka

ge

A
dv

an
ce

d

Femap ● ● ●

線形静解析 101 ● ● ●

実固有値 103 ● ● ●

線形座屈 105 ● ● ●

定常熱伝導 153 ● ● ●

過渡熱伝導 159 ● ● ●

線形過渡 109/112 ● ● ●

周波数 108/111 ● ● ●

複素固有値 107/110 ● ● ●

非線形静解析 106 ● ● ●

非線形過渡 129 ● ● ●

SOL601 601 ● ●

SOL701 701 ●

スーパーエレ メ ン ト ●

DMAP ●

Aeroelasticity 144 ●

Adv.Aeroelasticity* 145/146 ●

設計感度最適化 200 ●

ロー タ ーダ イ ナ ミ ク
ス

111 ●

※ FwNXN：Femap with NX Nastran

NXN4F：NX Nastran for Femap

NXN4F は、Femap with NX Nastran に名称を変更
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1Femap/Thermal , Flow 更新情報

Femap v9.3 のリ リースにと もない更新された、Femap/Thermal , Flow の機能を以下に示し ま   

す。

1.64-bit 版の使用 ( 共通 )
Femap v9.3 よ り Femap/Thermal、Flow で 64-bit ソルバーが使用できるよ う にな り ま し た。

メ モ リ領域を これまでよ り大き く とれるよ う にな り、よ り大規模な問題を解けるよ う にな り

ま し た。

環境に合わせて自動的に 32-bit/64-bit 版がイ ンス ト ールされます。

2. 熱解析機能の更新情報 (Femap/Thermal)
2.1  計算速度と精度の向上

新し く 導入し たアルゴニズムによ り、 熱結合のコ ンダク タ ンス計算の性能が向上し ます。

要素への熱容量の計算手法を改善し ま し た。 これによ り過渡解析の計算速度と精度が向

上し ます。

要素のコ ンダク タ ンスの計算手法を改善し ま し た。 これによ り平面要素を用いた解析の

精度が向上し ます。

2.2  倍精度による温度計算

温度計算を倍精度で行う よ う にし ま し た。

節点温度と温度勾配の計算

温度マ ッ ピング

2.3  フ ロー要素の熱伝導 (Advanced Thermal)
フ ローネ ッ ト ワーク内の熱伝導の計算をデフ ォル ト に設定し ま し た。計算を し ないよ う にす

るには、[Create Text Entity] ダイアログボ ッ クスで以下のよ う に設定し ます。
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2.4  定常解析でのサーモス タ ッ ト 境界条件

サーモス タ ッ ト 境界条件を含むモデルで定常熱伝導解析で行う こ とができるよ う にな り ま し

た。定常状態でのサーモス タ ッ ト を以下の 3 つの方法で取り扱います。

[AVGTEMP]

すべての [Heater Elements] は [Cut-in Temperature] と [Cut-off Temperature] の平均値での   

温度固定と な り ます。

[PROPORTIONAL]

比例制御のサーモス タ ッ ト にな り ます。

[Q_EQUIV]

[Sensor] の温度が [Cut-in Temperature] と [Cut-off Temperature] の平均温度になるよ う な  

[Heater Elements] での熱量を計算し ます。

T2：温度変化による収束判定条件です。デフ ォル ト 値は 0.1。

T3：最大の反復計算数です。デフ ォル ト 値は 10。
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3. 輻射解析機能の更新情報 (Femap/Thermal)
3.1  輻射熱源 (Advanced Thermal)

散乱反射する輻射熱の再配分を決めるアルゴ リズムに新しい方法を導入し ま し た。

以前のバージ ョ ンでは、散乱反射する輻射熱の計算に Oppenheim 法 ( ラジオシテ ィ 法 ) も し

く は Gebhardt's 法を用いていま し た。新しい方法では、要素から散乱反射する輻射熱は、黒体

ビ ューフ ァ ク タ を再配分係数と し てそのほかの要素に分配されます。
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